
テストが終わって大事にすることは？ 
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テストでは、大事にしてほしいことが３つあります。 

１. 日頃の学習も含めた事前の準備 

２. テストの最中も含めた当日の心構え 

３. テストを終えて事後の反省            の３つです。 

 

今週は、テスト結果が戻ってきます。３つの大事なポイントでは、３.事後の反省にあたります。 

自分自身の日頃の学習状況を素直に振り返ることが大事です。まずは、テスト発表期間の１週

間だけでなく、常日頃の授業中の学習態度（真剣さ、意欲、姿勢、行動など）と家庭での学習状

況を客観的に振り返りましょう。中間テストから期末テストまでどのように学習を積み重ねてき

たかということが、今回の結果につながっています。 

みなさんには、「やればできる・伸びる力」があります！でも、伸び方は、人ぞれぞれです。

九九も自転車も逆上がりも、すぐにできた人もいれば、できなかった人もいるはずです。 

 

今日からは、夏休みをはさんで２学期のテストに向けて、改めて「努力」を始めるときです。 

「努力」をするには、精神面と科学的行動面の２つの視点を大事にしてください。 

 

精神面では、「やろうとする意欲」と「あきらめない粘り強さ」と「自分はできるという信念」

が肝心です。 

科学的行動面では、やり方はこれでいいのか、学習量は十分か、環境は整っているか、自分の

問題は何かなど「勉強の中身を見直す／調整すること」が肝心です。 

  

結果をみて、よかった、悪かっただけではなく、ぜひとも自分の学習を見つめる材料にしてく

ださいね。これが、いわゆる、『主体的に学習に向かう態度』という観点です。 
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三滝中ＨＰも見てね 

１、事前の準備 

２、当日の心構え 

３、事後の反省 



評価について（通知表） 
昨年度から評価が変わりました。２、３年生は、２年目となり、各観点の意味も学習の仕方も理

解していると思います。１年生は、中学校に入って初めての通知表ですね。小学校と違って、全て

の教科（１学期に評価できる教科）で、観点別（C～A）と総括（１～５）の評価が示されます。 

簡単に確認しておきます。 

すべて３観点となります。３観点の内容については、以下の通りで、３段階（ＡＢＣ）で評価します。 

 さらに、３つの観点を総括して、５段階で評価します。小学校では、◎、〇、△でしたか？ 

 

【観点１】 「知識・技能」の評価ポイント 

・基本的な知識や技能を習得しているか、そしてそれらの知識や技能を、これまでに学んだことと関連

付けて他の場面や日常生活などでも活用できるような力を身に付けているかという点がポイント！  

評価の際は、ペーパーテストだけでなく、実際に実験や観察をしたり、式やグラフで表現したり、ス

ピーチをしたりするなど各教科に合わせて実際に知識や技能を用いる様々な場面を設定しています。 

 

【観点２】 「思考・判断・表現」の評価ポイント 

・学習の中で、課題などを解決するために、知識や技能を活用して考えたり、最適な方法等を選んだり、

見出したり、自分の考えを表現したり、友達に伝えたりする力などを評価しています。 

「思考・判断・表現」は、「知識・技能」と比べて、より広い力、進んだ力を評価します。評価する

場面としては、ペーパーテストのみならず、論述やレポートの作成、発表、グループでの話し合い、

作品の制作や表現など、様々な活動から評価しています。 

 

【観点３】「主体的に学習に取り組む態度」について キーワードは「粘り強さ」と「自己調整力」 

・単元（題材）及び授業の中で、各教科の力を身につけるための学ぶ姿などを評価しています。 

学習を通して、①「知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするため

に粘り強い取組をしているか」と、②「①の粘り強い取組を行う中で自らの学習を調整しようとして

いるか」という、二つの側面から評価しています。評価する場面としては、授業の中での行動、発言

の内容、ノート・レポート・振り返りの記述内容といったものから、単元や一定期間を通した主体的

な姿を総合的に評価しています。（元気、やる気、丁寧などの性格面での評価ではありません。） 

 

 

 

 

 

６月２７日（月） ２年生の英語の授業でグアム日本人学校

と交流をしました。現地校の英語の授業に本校生徒が参加しま

した。ちょっとしたミニ留学です。 

三滝中に合わせて、ゆっくり英語を話してくれるとか 

手加減は一切なく、容赦ないスピードの英語のシャワーに、

生徒たちは、「これが英語圏の授業か！」と圧倒されながら体感しました！ 

何人かの生徒が、グアムの先生から出題される英語の質問に、英語で答えまし

た。ナイスチャレンジ！とにかく英語は、「間違いを恐れない！」「挑戦と勇気！」

の姿勢が大事です。違う地域・国では、このように実践的英語で勉強しているの

です。使える英語を目指して、三滝中のみんなもさらにレベルアップです！ 


